研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　　看護課　　職　種　准看護師　　　　　氏　名　　下帯　美鈴

	期　　間　　平成　１８年　９月　１９日　～　平成　１８年　９月　１９日

	出張目的　第３回家族看護学セミナー

	出 張 先　青森県立保健大学

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　今回、家族看護の研修に初めて参加させて頂きました。なかなか面会にきて下さらないご家族や、差し入れだけを置いくご家族、「関わりたくない！！」というご家族が多く、私は患者様の立場だけで考えている事が多かったように思います。ご家族が関わりたくないと思うほどの事があった事を、私たち看護者がくみ取り関わっていく必要がある事がわかりました。それぞれの立場になって考える事で、ご家族がどのような思いをしているのか知る。「その人の皮膚の中に入る」という事の大切さを学ぶ事ができました。今後、家族看護をしていく上で今回の研修で学んだ事を生かしていきたいと思っております。

「家族看護を視野に入れた事例検討の仕方」　　講師：山本春江氏

＜事例検討の意義＞

1 千差万別の家族に対する支援について学びあう為

2 家族看護上の「問題」を明らかにする為

3 家族が「問題」を解決するのを支える事が出来るように、その方法を探る為

4 自分の家族看護に対する考え方を明確にする為

5 家族看護の理論化・普遍化をめざして

＜事例検討の進め方＞

１「問題」を明確にする

２「仮説」を立てる

３実践案を出し合う（具体的・実践的・看護職として）

＜問題を明確にする＞

1 看護師が「問題」に思っている事は何か

2 家族が「問題」に思っている事は何か

3 「問題」を明確にする為に必要な情報は何か

4 「問題」は誰にとって、どのように問題か

5 「問題」は今解決しなければいけない問題か

それとも将来起こりうることが予測される問題か

6 「問題」は１つか複数か　それらに関係はあるか

7 本当に家族の「問題」か

＜仮説を立てる＞

①「問題」を解くための糸口は何か

②家族の持っている「強み」や「資源」は何か

③近所や地域の家族がつかえる「資源」は何か

④家族がどうなればいいのか（初期目標）

⑤家族の将来像を考える（長期目標）

⑥家族自身はどのように考えているか

＜実践案を出し合う＞

①「解決」の糸口は何か

②家族が実行できるように具体的に考える

③考えられるアイディアをいくつでも出し合う　そのメリット・デメリットを検討する

④何らかの始めるといいか優先順位を決める

⑤家族が実行しやすいようにどのように環境を整えるか

「事例検討：家族ケアに焦点をあてた事例の分析」　　講師：渡辺裕子氏

事例Ａ



Ａさん：４０代。３年前にＡＬＳと診断され外来通院中。最近では、球麻痺がすすみ呂律不良気味で声が聞き取りづらくなってきている。また、四肢麻痺もあり、歩行はゆっくりで立ち上がりはスムーズではない。人工呼吸器・胃ろうの説明がＤｒよりあるが、「家族に看護してもらうつもりはない」と本人は拒否している。

　　　　長年、義父の介護をしてきている。

夫：４０代。ＡさんについてＤｒより説明を受けているが、病気にたいして理解をしているかは不明。

義妹：Ａさんの外来通院では受付をしてから、Ａさんを迎えに行くなど協力的。

義父：脳卒中で寝たきり。Ａさんが殆ど介護をしている。

義母：夫（義父）の世話は嫁のＡさんがするものだと考えている様子。Ａさんの病気のこともはっきり

と知らない。家事にも否協力的。

実母：「家に帰って来なさい。我満しないで。お母さんが診るから。」と話している。ある時の外来受診日にＡさんと泣きながら抱き合っている事あり。

子供：Ａさんの病気については知らされていない。長女は東京。長男は高校生。

＜家族の問題点＞

· キーパーソンは誰？！

夫がＡさんの病気についてあまり理解されていない。Ａさんへはどんな思いをもっているのか？

義母が義父の介護や家事に対して否協力的。

　

義父の介護

家事

· 欲しい情報が少ない

· 家族の思い　　　＊実母の思いははっきりしている（娘の面倒は診る！！）

· 家族関係（３年前）→家族関係の変化

· Ａさん自身の本当の思い

＜看護師が問題に思っている事＞

Ａさんは本当に人口呼吸器、胃ろうを拒否しているのか

家族の思いがはっきりしていない

＜渡辺裕子氏より＞

　問題がしぼりにくいケース。ひとりひとりが何に困っているのか？どんな気持ちでいるのか？


ひとりひとりの思いを知ること、その人の立場になりきる事が大切であり、その先に家族ケアにつなげる事が出来る。Ａさんは病気によって何を失っただろうか？健康な体、コミュニケーヨン、楽しみ、将来の生活設計の変更、将来への不安、自己イメージの変化、息をする事さえも奪われつつある。夫はどうであろうか？家族の中心であった妻がＡＬＳとなり、夫として何もしてやれない無力感、妻に対してのいたたまれない気持ち、人生設計の変更、負担感、不安感、閉塞感。

· 想像してみる事で、家族に対して工夫してみる事や対処してみる事等を投げかける事が出来る。
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